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７こそ問う水力発電の価値
その恵みを未来に生かすために
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東日本大震災後，再生可能エネルギーの推進が図られている。水力発電につし、てもその価値が
見直されてきてはし、るものの， 太陽光や風力とし、つたほかの再生可能エネルギーに比べ， 社会

の理解は十分とは言えない。本書は水力発電の再評価にむけての課題を整理し解決策を示した。
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水力発電の恵みを次世代に
引き継ぐための

３つの課題と１０の解決策

課題１

　

水力発電が有する価値の発信

解決策１
解決策２
解決策３

電力価値の発信
環境価値の発信
社会的価値の発信

　
　　

　　　

　 　

　

　

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　

　

　　

ｒ
：‐ー．こぎ二こ 一ｎミニ‐ノｒト－．洋三薯遜弾へゴー‐卑語！－－みごさ１、訟▼▲ズ￥．ご三竺

　

ｉ

多こそ問う水力発電の価値
その恵みを未来に生かすために

角

　

哲也・井上素行・池田駿介・上阪恒雄

　

監修
国土文化研究所 編

　

　　　　　　　
　　　

．

　

－

．

　　　　

，
．

▼

　

　

　　　　

　　

　

　　

　　　　

　　　

　

　

　　　

　　

　

　

　

　

　　　　

－

　

１１１
　　

　

　
　　　　　

濯」ｉ、ｌｉ
ｔ姻ー；

．・
・
二
－
－

　　　　 　
　 　

　

　　　

　　　　　　

、 園Ｆ－．コ裂きーー

　　

‐摩り
．舵

　

．
二戸

技報堂出版

課題２

　

地方創生に資する水力の推進

解決策５

解決策６
解決策７

解決策４ 多分野にわたる技能を持った水力発
電技術者の養成
地方創生に資する新たな事業スキー
ムの提案
河川環境と発電の両立
ハイブリッド方式への貢献

課題３ 既設ダムの総合活用

解決策８
解決策９
解決策「０

ダム運用の高度化
ダムの嵩上げ
ダムの維持管理の技術革新
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